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ウスイロコノマチョウの集まる場所

松 井 正 人

ウスイロコノマチョウは迷蝶として夏から秋にかけて石川県にやって来るが、1998年は

５頭が採集あるいは目撃されている。

1998年10月４日 石川県羽咋郡押水町北川尻 １♂ 松井正人

1998年10月４日 石川県羽咋郡富来町鹿頭 １♀ 松井正人

1998年10月11日 石川県加賀市西島 １♂ 松井正人

1998年10月27日 石川県河北郡津幡町仮生 １頭目撃 井村正行

1998年10月29日 石川県金沢市大場 １♂ 松井正人

ウスイロコノマチョウは、水田地帯にポツンと残された神社林で良く見られる。このよ

うな場所は、広い範囲の中で日陰を提供する狭い場所であり、夜間は唯一あかりが灯る場

所でもある。また、神社の周囲にはカキやイチジクが植えられていることがあり、水田地

帯の神社林はウスイロコノマチョウの集まる格好の場所だと思われる。

以下の表は、県内のウスイロコノマチョウの記録を記録地別にまとめたものである。

水 田 地 帯 の 神 社 林

年 度 その他 合 計

全 数 鹿頭(内数) 西島(内数)

1990年 １ １ ２

1991年 ８ （１） ７ 15

1992年 ０

1993年 １ （１） １ ２

1994年 ０

1995年 １ （１） １ ２

1996年 ０

1997年 １ １

1998年 ４ （１） （１） １ ５

合 計 15 （３） （２） 12 27

90年代に入って27頭のウスイロコノマチョウが記録されているが、半数以上は、水田地

帯の神社林で記録されている。また、富来町鹿頭や加賀市西島の神社では、同じ場所で複

数年に渡って記録され、条件の良い神社林にはかなりの確率で集まって来ることが考えら

れる。

《まつい まさと 〒920-3121 金沢市大場町東871-15》
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能登島で見かけた蝶

久 慈 一 英

門前町のクロコムラサキは、発生期をはずしたので能登島へ行ってみた。地史的には能

登半島の一部と考えられるが、周囲を海に囲まれた正真正銘の島である。能登島へ渡る橋

、 。 、が２本になり 無料になったので行きやすくなった 今まで蝶に関しては能登半島同様に

クロコムラサキやオオヒカゲが記録されているぐらいで目立った報告はない。林道で雑木

林の奥へ入ってみた。栗の花が咲いており、叩いてみるが、ゼフィルスはでない。ミドリ

ヒョウモンやルリシジミ、コミスジばかりである。ミドリヒョウモンも特に変わった変異

がない。草地には、モンキチョウがおり、モンキアゲハも見かけた。

林道沿いのススキにホソバセセリがいた。暖地性のセセリチョウで、隣の富山県では少

ないという。能登島を含めて能登半島は、海流の影響で暖かいためであろうか、各地に記

録がある。目立たないチョウであるし、人気もあまりない。太平洋側では東北南部にも分

布しているが、日本海側では能登半島が北限になりそうである。能登島で人知れずコノマ

チョウが発生などということも十分に考えられる。

１９９８年７月12日 石川県鹿島郡能登島町向田 久慈一英

モンキアゲハ 目撃 コミスジ 目撃

モンキチョウ 目撃 ミドリヒョウモン １♂採集

ルリシジミ 目撃 ホソバセセリ １♂採集

ヤマトシジミ 目撃

《 参考文献 》

石川むしの会・百万石蝶談会編（1998）石川県の蝶．

富山市科学文化センター編（1998）富山県の蝶（Ⅰ ．）

富山市科学文化センター編（1999）富山県の蝶（Ⅱ ．）

《くじ いちえい 〒920-1161 金沢市鈴見台3丁目1-3》
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金沢における越冬ツマグロヒョウモンの目撃・採集例

嵯 峨 井 淳 郎

石川県金沢市内において、昨年、笹川忠志氏により確認されたツマグロヒョウモン発生

地（額谷・大額地内）をはじめ、石川郡鶴来町ＮＴＴ倉ケ岳無線中継所周辺、小松市仏大

寺、石川郡河内村板尾、羽咋郡押水町宝達山等々で、５月連休明けより比較的こまめにツ

マグロヒョウモン調査を行った。

天候にも恵まれ、土・日曜はほとんど晴。好条件の中、確実に「石川県内で越冬ツマグ

ロヒョウモンの発生はありうる」との信念の元、松井正人氏より『加賀市塩屋海岸にてツ

マグロヒョウモン雄雌とも確認』のE-Mail第１報が入り、益々意気高揚。金沢市周辺での

記録は俺が出そうとの心意気で、自宅が1998年の発生地に非常に近いという地理的好条件

も手伝って、暇さえあればツマグロ、ツマグロと追いかけ続けた。

結果、松井塩屋情報に遅れること10日、雄雌とも確認することができた。確認日、確認

地は以下のとおりである。

１９９９年５月１８日 金沢市額谷 ２♀目撃 嵯峨井淳郎

１９９９年５月２２日 金沢市大額 １♀目撃 嵯峨井淳郎

１９９９年５月２２日 金沢市額谷 １♂採集１♀目撃 嵯峨井淳郎

なお、雌については２化に向けての思惑もあり、採集はあえて控えた。採集した１♂は

、 、 。前翅長27ｍｍ 昨秋に同地にて採集した個体 幼虫採集飼育個体よりかなり小型であった

あくまで想定であるが、幼虫越冬したツマグロヒョウモンだと確信してやまない。

《 参考文献》

松井正人（1999）1998年石川県のツマグロヒョウモン概要．翔（136 ：1-6.）

松井正人（1999）石川県加賀市でツマグロヒョウモン越冬か．翔（138 ：2-3.）

《さがい じゅんろう 〒921-8145 金沢市額谷３-18-２》

短 報 33

ﾂﾏｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ 1999年６月26日 石川県加賀市塩屋海岸 ２♂２♀目撃 松井正人

ﾂﾏｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ 1999年７月14日 石川県尾口村鴇ケ谷 １♀目撃 富沢 章

ﾂﾏｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ 1999年７月15日 石川県松任市山島台 １♀目撃 牧原悟郎

ﾂﾏｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ 1999年７月16日 石川県寺井町末寺 １♀目撃 牧原悟郎

ﾂﾏｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ 1999年７月16日 石川県白峰村大杉谷 １♀ 嵯峨井淳郎

ﾂﾏｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ 1999年７月17日 石川県輪島市高洲山 １♂２♀目撃 日吉芳朗

ﾂﾏｸﾞﾛﾋｮｳﾓﾝ 1999年７月24日 石川県白峰村赤谷川 １♀ 嵯峨井淳郎
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石川県産ミヤマカラスアゲハ、カラスアゲハの第３化の確認例

嵯 峨 井 淳 郎

1998年は、春先より近来にない好天が続き各種の昆虫にとってはこの上ない条件下のも

と、通年に比較して１～２回多い発生を繰り返した感がある。

筆者は、かねてより石川県産ミヤマカラスアゲハ、カラスアゲハの確実な３化確認を目

的に行動していた。例年５月の連休前後より、これら２種の発生確認を目標に河内村板尾

地区を訪れているが、本年ようやく確実な第３化の発生を確認したので報告する。

ミヤマカラスアゲハの第１化は５月上旬頃、２化は７月上旬頃、３化は９月上旬頃と思

われ、カラスアゲハに付いてはそれよりやや早いと思われる。

なお、松井正人氏より情報を寄せられた押水町産のものについても、ここに併記する。

データの発表を快諾いただいた松井正人氏に感謝したい。

カラスアゲハの３化の記録◆

1998年８月20日 金沢市大手町病院前 ３♂目撃確認 嵯峨井 淳郎

1998年９月５日 石川郡河内村板尾 １♂採集２♂確認 嵯峨井 淳郎

ミヤマカラスアゲハの３化の記録◆

1998年９月５日 羽咋郡押水町宝達山山頂 ２♂目撃確認 松井 正人

1998年９月14日 石川郡河内村板尾 ３♂採集 嵯峨井 淳郎

1998年９月19日 石川郡河内村板尾 ３♂目撃確認 嵯峨井 淳郎

《さがい じゅんろう 〒921-8145 金沢市額谷３-18-２》

ハルゼミとヒグラシの声を同時に聞く

松 井 正 人

ハルゼミは、石川県では４月中旬から６月中旬にかけて声が聞こえる春のセミ。ヒグラ

シは、７月上旬から８月にかけて声が聞こえる夏のセミ。この両方を同時に聞いたので報

告する。

輪島市高洲山の通称赤坂付近、標高は約400ｍで、午後２時から３時にかけて、ハルゼ

ミは１回、ヒグラシは３回程鳴いていた。当日は、11時頃までは曇りで、その後は晴れ上

がり暑くなった。下界では各地で一斉に、ニイニイゼミが鳴き出した日でもある。

１９９９年７月７日 石川県輪島市高洲山赤坂 ハルゼミ声 松井正人

１９９９年７月７日 石川県輪島市高洲山赤坂 ヒグラシ声 松井正人

《まつい まさと 〒920-3121 金沢市大場町東871-15》
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晩秋の吉次山蛾類記録

松井正人・富沢 章

標高800ｍの吉次山は石川県金沢市の南東、湯涌温泉の背後にあり、標高660ｍ付近には

採石場があって、ふもとの畠尾からは車道が伸びている。この採石場付近において11月に

３回の燈火採集を行い、蛾類37種を得たので報告する。採集は松井が澤田 博、野田延孝

の両氏から協力を得て行ない、同定は富沢が行った。

寒い冬空の下、採集に協力いただいた澤田 博、野田延孝の両氏にお礼申し上げる。

◆採集日時と天候

１回目 1998年11月７日 17時～20時 くもり のち 晴

２回目 1998年11月14日 17時～19時半 風が強い

３回目 1998年11月29日 16時～19時 積雪あり、月が明るく気温４度

３回の調査で得られた蛾類37種のうち、43％にあたる16種が秋から冬にのみ出現する種

であった。

採集例の少ない種として次の２種があげられる。ニセタマナヤガは1970年代に日本に進

入した汎世界種であるが、本県では２頭目である。また、ウスズミカレハは晩秋に出現す

る蛾でこれまでに白峰村六万山から得られているのみである。

種 名 ７日 14日 29日

ハマキガ科◆

ウスグロフユハマキ Yasuda ＆ Kawabe 3Kawabeia nigricolor

メイガ科◆

オオキノメイガ Leech 1Botyodes principalis

マエアカスカシノメイガ (Bremer) 2Palpita nigropunctalis

マメノメイガ (Fabricius) 1Maruca vitrata

◆カギバガ科

アカウラカギバ Butler 1Hypsomadius insignis

シャクガ科◆

クロテンフユシャク (Christoph) 4Inurois membranaria

シロオビフユシャク (Warren) 13Alsophila japonensis

トビスジヒメナミシャク (Fabricius) 1Orthonama obstipata
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ナカオビアキナミシャク (Prout) 9 6Nothoporinia mediolineata

アキナミシャク (Bryk) 1Epirrita autumnata autumna

カバエダシャク Bang‐Haas 3Colotois pennaria ussuriensis

ナカジロネグロエダシャク Inoue 1Ramobia mediodivisa

フタテンソトグロキエダシャク Inoue 4Pseudepione shiraii

カレハガ科◆

ウスズミカレハ Matsumura 1 3Poecilocampa tamanukii

シャチホコガ科◆

クシヒゲシャチホコ (Matsumura) 4Ptilophora nohirae

ヤガ科◆

タマナヤガ (Hufnagel) 1Agrotis ipsilon

ニセタマナヤガ (Hubner) 1Peridroma saucia

コウスチャヤガ (Butler) 2 5Diarsia deparca

アワヨトウ (Walker) 1Mythimna separata

アオバハガタヨトウ (Graeser) 6 1Antivaleria viridimacula

ホシオビキリガ (Leech) 1 4Conistra alpipuncta

テンスジキリガ Sugi 8 24 4Conistra fletcheri

ケンモンミドリキリガ (Leech) 3Daseochaeta viridis

キマエキリガ (Butler) 2Hemiglaea costalis

コケイロホソキリガ Sugi 1Lithophane nagaii

ホソバハガタヨトウ Leech 1 3 3Meganephria funesta

ヤマノモンキリガ Sugi 1Sugitania clara

キトガリキリガ (Leech) 24Telorta edentata

カラスヨトウ Motschulsky 1Amphipyra livida corvina

ハスモンヨトウ (Fabricius) 11 2Spodoptera litura

フサヤガ (Felder ＆ Rogenhofer) 1Eutelia geyeri

イチジクキンウワバ (Doubleday) 1Chrysodeixis eriosoma

フクラスズメ (Guenee) 1 2Arcte coerulea

ヒメクビグロクチバ (Bremer) 1Lygephila recta

マエテンアツバ Walker 1Rhesala imparata

ミツボシアツバ Ledere 1Hypena tristalis

オオアカマエアツバ (Butler) 1Simplicia niphona

《まつい まさと 〒920-3121 金沢市大場町東871-15》

《とみさわ あきら 〒923-0911 小松市大川町３丁目71》
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訪花性誘引器で採集したコメツキムシ

松 井 正 人

1995年５月から10月にかけて、石川県の４カ所に設置した訪花性誘引器（バケツトラッ

プ）で採集したコメツキムシについて報告する。トラップは一週間に一度見回り、誘引剤

にはアカネコール（サンケイ化学）を用いた。

採集したコメツキムシは32種588頭で、中でもクロムナボソコメツキとキバネホソコメ

ツキは多く採集され、この２種は他に採集した種からぬきんでていた。また、今回採集し

た中に、石川県初記録と思われる種が１種含まれていた。

なお、誘引器の準備では、江崎功二郎、江口元章の両氏に、種の同定では江崎功二郎、

高羽正治の２氏、並びに大平仁夫、岸井 尚の両博士にたいへんお世話になった。ここに

記してお礼申し上げる。

◆誘引器の設置期間と設置条件

設 置 場 所 設 置 期 間 標高 地況 地上高 誘引器の色

石川郡吉野谷村途中谷 1995年５月14日～10月１日 640ｍ 谷底 ８ｍ 黄色

石川郡尾口村三又発電所 1995年６月10日～10月１日 700ｍ 中腹 15ｍ 白色

石川郡吉野谷村雄谷入口 1995年６月10日～10月１日 540ｍ 尾根 10ｍ 黄色

河北郡津幡町甲斐崎山 1995年５月13日～７月30日 320ｍ 頂上 10ｍ 黄色

◆石川県初記録のコメツキ

高羽正治(1998)によると、石川県からは138種のコメツキムシが記録されているが、次

の種は石川県初記録と思われる。

Melanotus fortnumiマルクビクシコメツキ

石川郡吉野谷村途中谷 1995年６月４日～６月10日 １頭

◆採集したコメツキムシ

和 名 学 名 途中谷 三又 雄谷 甲斐崎 合計

1 ﾑﾅﾋﾞﾛｻﾋﾞｷｺﾘ 6 2 0 2 10Agrypnus cordicollis

2 ﾀﾃｼﾞﾏｶﾈｺﾒﾂｷ 1 0 0 0 1Gambrinus vittatus

3 ﾆﾎﾝﾍﾞﾆｺﾒﾂｷ 1 0 0 0 1Denticollis nipponensis nipponensis

4 ｶ゙ ﾛｱﾑﾈｽｼ゙ ﾀ゙ ﾝﾀ゙ ﾗｺﾒﾂｷ 0 0 2 0 2Harminius galloisi
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5 ｵｵﾂﾔﾊﾀﾞｺﾒﾂｷ 3 1 2 0 6Stenagostus umbratilis

6 ﾙﾘﾂﾔﾊﾀﾞｺﾒﾂｷ 1 0 0 0 1Hemicrepidius subcyaneus

7 ﾀﾞｲﾐｮｳﾋﾗﾀｺﾒﾂｷ 1 0 0 0 1Anostirus daimio

8 ﾄﾞｳｶﾞﾈﾋﾗﾀｺﾒﾂｷ 5 0 0 0 5Corymbitodes gratus

9 ｸﾛﾎｿﾋﾗﾀｺﾒﾂｷ 16 0 0 0 16Corymbitodes concolor

10 ｸﾛﾂﾔﾋﾗﾀｺﾒﾂｷ 2 2 0 0 4Calambus japonicus

11 ﾐﾔﾏﾌﾄﾋﾗﾀｺﾒﾂｷ 4 0 0 0 4Acteniceromorphus kurofunei

12 ﾒｽｱｶｷﾏﾀﾞﾗｺﾒﾂｷ 1 3 0 0 4Gamepenthes versipellis

13 ﾋﾒﾎｿｷｺﾒﾂｷ 0 1 0 0 1Procraerus helvolus

14 ﾎｿﾂﾔｹｼｺﾒﾂｷ 0 0 1 0 1Hayekpenthes pallidus pallidus

15 ｱﾗﾊﾀﾞﾁｬｲﾛｺﾒﾂｷ 0 0 1 1 2Ectamenogonus rugipennis

16 ﾋﾒｸﾛｺﾒﾂｷ 6 7 5 0 18Ampedus carbunculus

17 ﾎｿｸﾛｺﾒﾂｷ 1 0 0 0 1Ampedus tenuistriatus

18 ｱｶﾊﾗｸﾛｺﾒﾂｷ 0 1 1 1 3Ampedus hypogastricus hypogastricus

19 ｹﾌﾞｶｸﾛｺﾒﾂｷ 0 0 0 1 1Ampedus vestitus vestitus

20 ｱｶｱｼｸﾛｺﾒﾂｷ 2 2 8 0 12Ampedus japonicusg

21 ｷｱｼｸﾛﾑﾅﾎﾞｿｺﾒﾂｷ 2 0 0 0 2Ectinus insidiosus

22 ｸﾛﾑﾅﾎﾞｿｺﾒﾂｷ 79 10 128 0 217Ectinus higonius

23 ｶﾊﾞｲﾛｺﾒﾂｷ 16 2 3 0 21Ectinus sericeus sericeus

24 ﾋｹﾞﾅｶﾞｺﾒﾂｷ 0 0 4 0 4Neotrichophorus junior junior

25 ﾐﾄﾞﾘﾋﾒｺﾒﾂｷ 2 0 1 1 4Vuilletus viridis viridis

26 ｷﾊﾞﾈﾎｿｺﾒﾂｷ 55 26 45 68 194Dolerosomus gracilis

27 ｸﾁﾌﾞﾄｺﾒﾂｷ 4 3 0 0 7Silesis musculus musculus

28 ﾏﾙｸﾋﾞｸｼｺﾒﾂｷ 1 0 0 0 1Melanotus fortnumi

29 ﾋﾗﾀｸｼｺﾒﾂｷ 0 0 1 0 1Melanotus koikei

30 ｸﾛﾂﾔｸｼｺﾒﾂｷ 2 2 7 6 17Melanotus annosus

31 ｸｼｺﾒﾂｷ 2 1 6 16 25Melanotus legatus legatus

32 ｵｵﾊﾅｺﾒﾂｷ 1 0 0 0 1Platynychus nothus nothus

合 計 214 63 215 96 588

《 参考文献 》

高羽正治(1998)コメツキムシ科．石川県の昆虫（石川県 ：157-164．）

《まつい まさと 〒920-3121 金沢市大場町東871-15》
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ン
グ
ル
に
居
る
高
田
君
の
メ
ー
ル

は
ロ
ー
マ
字
。
向
こ
う
の
パ
ソ
コ

ン
は
、
日
本
語
が
で
き
な
い
ら
し

い
。
久
慈
氏
も
七
月
か
ら
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
で
き
れ
ば
ロ
ー
マ
字
通

信
が
あ
り
が
た
い
。
北
川
氏
の
英

文
メ
ー
ル
に
は
苦
労
し
ま
し
た
。

医
王
山
林
道
は
来
年
い
っ
ぱ
い
不
通

昨
年
秋
の
災
害
で
、
金
沢
か
ら

医
王
山
に
登
る
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

な
道
が
通
れ
な
く
な
っ
た
。
ゼ
フ

ポ
イ
ン
ト
を
数
多
く
有
す
る
道

、

。

で

市
街
地
か
ら
近
い
好
採
集
地

今
年
十
月
に
は
復
旧
す
る
見
込
み

だ
っ
た
が
、
災
害
部
分
が
広
が
っ

た
み
た
い
で
、
工
事
は
来
年
い
っ

ぱ
い
か
か
る
ら
し
い
。

ハ
ル
ゼ
ミ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
大
成
功

会
員
内
外
に
呼
び
か
け
て
行
っ

た
ハ
ル
ゼ
ミ
調
査
は
、
お
と
り
調

査
も
普
及
し
、
多
大
な
る
成
果
を

も
た
ら
し
た
。
金
沢
・
小
松
の
海

岸
部
と
標
高
千
㍍
以
上
を
除
い
た

ほ
と
ん
ど
の
地
点
か
ら
確
認
さ

れ
、
メ
ッ
シ
ュ
マ
ッ
プ
は
ほ
ぼ
完

成
。
記
録
を
報
告
い
た
だ
い
た
皆

、

。

様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

か

っ

て

ス

タ

ー

だ

っ

た

気
品
の
あ
る
飛
び
方
、
あ
の
彩

り
、
な
か
な
か
採
れ
な
い
あ
こ
が

れ
の
種
。
涙
ぐ
ま
し
い
思
い
を
し

な
が
ら
ボ
ロ
を
も
採
集
し
、
一
頭

一
頭
標
本
箱
に
追
加
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
ど
う
だ
、
ツ
マ
グ
ロ

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
も
メ
ス
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ

モ
ン
も
、
今
で
は
ど
こ
に
で
も
飛

ん
で
い
る
普
通
種
だ
。

エ
ゾ
ハ
ル
ゼ
ミ
の
オ
ト
リ
調
査

ハ
ル
ゼ
ミ
で
絶
大
な
効
果
を
発

揮
し
た
オ
ト
リ
調
査
、
エ
ゾ
ハ
ル

に
も
同
様
の
効
果
が
あ
る
よ
う

で
、
♂
は
直
ぐ
に
鳴
き
出
し
、
♀

は
声
に
惹
か
れ
て
飛
ん
で
く
る
。

月
曜
の
倉
ケ
岳
に
六
人
の
虫
屋

医
王
山
が
通
行
止
と
な
り
、
に

わ
か
に
脚
光
を
浴
び
て
き
た
の
が

倉
ケ
岳
。
古
く
か
ら
の
採
集
地
だ

が
、
近
年
人
気
が
無
か
っ
た
。
マ

イ
ナ
ー
な
場
所
を
好
む
嵯
峨
井
氏

が
、
二
・
三
年
前
か
ら
シ
コ
シ
コ

通
い
、
ポ
イ
ン
ト
発
掘
に
励
ん
で

い
た
が
、
今
年
は
月
曜
日
で
も
虫。

屋
が
押
し
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た

群
れ
飛
ぶ
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ

辰
口
町
灯
台
笹
（
と
だ
し
の
）

の
湿
地
に
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
が

大
発
生

「
壮
観
な
眺
め
」
と
は

。

牧
原
氏
の
コ
メ
ン
ト
だ
が
、
そ
の

密
度
は
た
い
へ
ん
な
も
の
ら
し

い
。
不
安
定
な
浅
い
湿
地
を
転
々

と
す
る
ジ
プ
シ
ー
生
活
は
、
い
つ

ま
で
こ
の
地
で
続
く
だ
ろ
う
か
。

高
洲
山
・
鉢
伏
山
界
隈
が
騒
が
し
い

輪
島
の
高
洲
山
・
鉢
伏
山
界
隈

は
、
金
沢
の
医
王
山
に
匹
敵
す
る
採

集
ス
ポ
ッ
ト
。
ゼ
フ
に
交
じ
っ
て

メ
ス
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
が
飛
び
交

、

、

い

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
も
現
れ
る
が

今
年
は
ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
も

飛
び
出
し
た
。
更
に
は
オ
オ
ム
ラ

サ
キ
再
発
見
の
話
も
あ
り
、
現
地

は
な
か
な
か
騒
が
し
い
。

例

会

の

記

録

六
月
三
日
（
木
）
城
南
管
工
二

階
に
て
八
時
か
ら
開
催
。

ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
は
ツ
マ
グ
ロ

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
の
越
冬
で
、
加
賀
市

と
金
沢
市
の
発
生
状
況
、
個
体
サ

イ
ズ
に
つ
い
て
発
表
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
話
題
は
、
ギ
フ
は
六

月
に
限
る
、
ヤ
マ
ギ
フ
は
チ
ャ
リ

ン
コ
に
乗
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
埋

ま
っ
た
ハ
ル
ゼ
ミ
マ
ッ
プ
、
ラ
オ

ス
で
バ
ッ
タ
リ
、
近
所
に
住
ん
で

た
虫
屋
の
お
兄
さ
ん
、
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
が
い
っ
ぱ
い
等
々
。

、

、

、

、

参
加
は

竹
谷

久
慈

中
西

指
田
、
松
井
、
吉
村
、
井
村
、
笹

、

、

（

）

川

山
岸

野
中

Ｔ
Ｅ
Ｌ
参
加

の
十
人
。

例

会

の

記

録

七
月
一
日
（
木
）
城
南
管
工
二

階
に
て
八
時
か
ら
開
催
。

夏
の
燈
火
採
集
大
会
に
つ
い
て

の
打
ち
合
わ
せ
。
針
葉
樹
林
帯
で

。

。

二
～
三
張
り

時
期
は
八
月
上
旬

そ
の
他
の
話
題
は
、
タ
マ
ム
シ

い
ら
ん
か
い
、
小
松
高
校
の
ク
ロ

マ
ダ
ラ
、
ア
オ
タ
マ
採
り
は
メ

チ
ャ
暑
い
、
今
年
の
ゼ
フ
は
少
な

い
、
ヒ
メ
ボ
タ
ル
は
も
う
飛
ん
で

い
る
、
標
本
箱
の
共
同
購
入
、
沖

縄
採
集
ツ
ア
ー
な
ど
な
ど
。

、

、

、

、

参
加
は

細
沼

三
上

笹
川

、

、

、

、

、

指
田

松
井

中
西

富
沢

井
村

、

、

、

。

山
岸

吉
村

西
原

石
原
の
十
二
人

【

】

表
紙
デ
ザ
イ
ン

:

小
幡
英
典
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蝶
談
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
オ
ー
プ
ン

五
月
末
に
蝶
談
会
Ｈ
Ｐ
が
オ
ー

。

「

」

プ
ン
し
た

Ｈ
Ｐ

金
沢
の
昆
虫

の
開
設
者
、
北
川
章
夫
氏
の
御
好

意
に
よ
る
も
の
で
、
会
誌
紹
介
、

写
真
集
、
掲
示
板
等
が
あ
る
。
ど

ん
ど
ん
掲
示
板
に
書
き
込
ん
で
、

北
川
氏
の
好
意
に
答
え
よ
う
。

http://m
em
ber.nifty.ne.jp/hakusan/

ギ
フ
と
ウ
ス
バ
シ
ロ
と
ツ
マ
グ
ロ

富
山
の
高
野
氏
、
ヤ
マ
ギ
フ
を

狙
っ
て
某
地
へ
出
か
け
た
と
こ

ろ
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
や
ウ
ス
バ
シ

ロ
が
飛
び
、
お
ま
け
に
ツ
マ
グ
ロ

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
も
飛
ん
で
い
た
と

か
。
そ
し
て
、
お
目
当
て
の
ギ
フ

は
ピ
カ
ピ
カ
の
ピ
カ
。

初
ギ
フ
は
ブ
ル
ー
ネ
ッ
ト
の
後
に

ヤ
マ
ギ
フ
を
求
め
て
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
と
遠
征
す
る
季
節
。
し
か

し
、
ヤ
マ
ギ
フ
の
産
地
は
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
、
初
め
て
の
場
所
で
は
ポ

イ
ン
ト
捜
し
に
苦
労
す
る
。
そ
こ

で
車
の
終
点
ま
で
一
番
に
入
り
、

後
か
ら
や
っ
て
来
る
常
連
を
待

つ
。
常
連
を
見
分
け
る
に
は
眼
力

が
必
要
だ
が
、
ブ
ル
ー
ネ
ッ
ト
を

持
っ
て
い
れ
ば
文
句
無
し
。
し
っ

か
り
後
に
つ
い
て
行
く
。

仕
掛
け
た
ト
ラ
ッ
プ
は
数
百
個

偶
然
二
頭
が
採
集
さ
れ
た
セ
ア

カ
オ
サ
、
旧
オ
サ
ム
シ
グ
ル
ー
プ

の
執
拗
な
調
査
に
も
関
わ
ら
ず
、

追
加
確
認
が
で
き
な
い
。
三
十
八

年
前
ぶ
り
の
記
録
と
あ
っ
て
熱
の

入
れ
用
も
相
当
な
も
の
だ
が
、
な

ぜ
か
確
認
で
き
な
い
。

ブ

ン

ブ

ン

虫

の

出

る

頃

暖
か
く
な
る
と
、
何
処
か
ら
と

も
な
く
ブ
ン
ブ
ン
と
聞
こ
え
て
く

る
。
姿
を
見
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
い
が
、
ブ
ン
ブ
ン
と
う
る
さ
い

の
で
す
ぐ
わ
か
る
。
雨
の
日
に
は

出
て
こ
な
い
が
、
蒸
し
暑
い
夜
な

ど
は
特
に
う
る
さ
い
。
舗
装
道
路

に
限
っ
て
発
生
す
る
ら
し
く
、
国

道
に
近
い
我
家
は
毎
年
同
じ
時
期

に
な
る
と
聞
こ
え
て
く
る
。

ツ
マ
グ
ロ
越
冬
確
認
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

、

、

、

日
吉

嵯
峨
井

松
井
の
三
氏

加
賀
市
か
ら
輪
島
市
に
か
け
て
見

張
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
加
賀
市
と

金
沢
市
で
越
冬
が
確
認
さ
れ
た
。

加
賀
市
で
は
、
六
月
下
旬
か
ら
二

化
も
観
察
さ
れ
て
い
る
。

コ

マ

ツ

ナ

ギ

は

あ

る

け

れ

ど

富
沢
氏
、
ミ
ヤ
マ
シ
ジ
ミ
を
あ

き
ら
め
き
れ
ず
、
今
年
も
調
査
に

汗
を
流
し
て
い
る
。
河
川
周
辺
に

は
広
く
薄
く
、
何
処
に
で
も
コ
マ

ツ
ナ
ギ
は
あ
る
け
れ
ど
、
目
差
す

チ
ョ
ウ
は
見
つ
か
ら
な
い
。

ロ
ー
マ
字
通
信
が
あ
り
が
た
い

最
近
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
ば
や
り
、

手
紙
よ
り
は
手
軽
だ
し
、
何
と

言
っ
て
も
速
い
。
言
葉
じ
ゃ
無
く

文
字
で
伝
え
た
い
事
っ
て
た
く
さ

ん
あ
る
も
の
だ
。
ジ
ャ
ワ
の
ジ
ャ

例会は偶数月・５月・７月の第１木曜日８時から翔 ＮＯ １３９.
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